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開
催
し
ま
し
た
！

寒
い
冬
は
暖
か
い

図
書
室
へ
！

　
寒
さ
が
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。こ
ん
な
と
き

こ
そ
、暖
か
い
図
書
室
で
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
下
仁
田
町
公

民
館
図
書
室
に
は
、た
く
さ
ん
の

本
が
あ
り
ま
す
。新
刊
も
随
時

入
っ
て
お
り
、話
題
の
本
や
映
画

化
・ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
本
な
ど
、

人
気
の
あ
る
本
を
多
数
取
り
揃

え
て
お
り
ま
す
。こ
の
図
書
室
に

な
い
本
で
も
、リ
ク
エ
ス
ト
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
他
の
図
書
館
か
ら

借
り
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

カ
ー
ド
も
す
ぐ
に
作
る
こ
と
が

出
来
ま
す
の
で
、「
昔
カ
ー
ド
を

作
っ
た
け
れ
ど
な
く
し
て
し
ま
っ

た
」「
初
め
て
な
の
で
利
用
方
法

が
わ
か
ら
な
い
」と
い
う
方
で
も

安
心
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。土

曜
日
も
開
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

平
日
は
お
仕
事
で
来
ら
れ
な
い

方
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
開
館
日
　
月
〜
土
曜
日
　

（
祝
祭
日
、年
末
年
始
は
除
く
）

◇
開
館
時
間
　
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
５
時

◇
対
象
　
下
仁
田
町
在
住・

在
勤
者

◇
貸
出
冊
数
　
本
５
冊・

ビ
デ
オ
２
巻・紙
芝
居
２
巻
ま
で

◇
貸
出
期
間
　
本
・
紙
芝
居
は

２
週
間
、ビ
デ
オ
は
３
日
間

　2月に入った新刊図書は以下のとおりです。話題の本もあります。ぜひ、図書室にお越しくださ
い。また、本のリクエストも随時受け付けていますので、よろしくお願いします

ユートピア

世にも奇妙な君物語

ロマンシエ

かいけつゾロリ

真田道を歩く

人魚の眠る家

密命　巻之八　悲恋

実践レシピ「いつものパン」があなたを殺す　では、なにをたべるべきか？

４０代からの「太らない体」のつくり方

娘になった妻、信代へ　大山のぶ代「認知症」介護日記

湊かなえ

朝井リュウ

原田マハ

原ゆたか

上毛新聞

東野圭吾

佐伯泰英

デイビッド・パールマター

満尾正

砂川啓介

ベイマックス　角川アニメ絵本

妖怪ウォッチよいかいだいずかんともだちだいしゅうごう！テレビ超ひゃっか

寝たきり老人になりたくないなら大腰筋を鍛えなさい　１０歳若返るための５つの運動

人魚の眠る家

愚物語　講談社ＢＯＸ

草雲雀

ぼくは明日、昨日のきみとデートする

千春の婚礼　新・御宿かわせみ

メリーさんのひつじ　ほんとうにあったおはなし　世界傑作絵本シリーズ

妖怪ウォッチ製作委員会

久野譜也

東野圭吾

西尾維新

葉室麟
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小
児
科

　
２
月
は
、
幼
児
健
診
の
た

め
26
日
（
金
）
の
午
後
、
医

師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ

り
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
　
下
仁
田
厚
生

病
院
　
☎
82―

３
５
５
５

　
２
月
７
日
（
日
）
開
催
の

か
ら
っ
風
駅
伝
大
会
予
備
日

は
、
20
日
（
土
）
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
。

▽
問
合
せ
先
　
教
育
課 
生
涯

学
習
係
　
☎
82―

２
１
１
５

　
特
例
制
度
を
利
用
し
て
、

放
送
大
学
で
幼
稚
園
教
諭
免

許
状
の
取
得
を
目
指
し
ま
せ

ん
か
？

　
放
送
大
学
の
通
信
学
習
な

ら
働
き
な
が
ら
勉
強
で
き
ま

す
。

　
５
科
目
（
８
単
位
）
習
得

す
る
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
！
特
例
制

度
は
５
年
間
だ
け
！
（
平
成

32
年
３
月
ま
で
の
予
定
）

今
だ
け
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
入
学
は
春
と
秋
の
年
２
回

あ
り
ま
す
。
現
在
、
平
成
28

年
度
第
１
学
期
（
４
月
入

学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
出
願
期
間
は
３
月
20

日
ま
で
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送

大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
７―

２
３
０―

１

０
８
５
）
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
付
け
て
お
り

ま
す
。

　
町
で
は
、
在
宅
の
重
度
障

害
者
を
介
護
し
て
い
る
方

に
、
介
護
手
当
を
支
給
し
ま

す
。
年
齢
３
歳
以
上
で
﹇
障

害
者
の
範
囲
﹈
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
か
つ
﹇
支
給
要

件
﹈
の
全
て
を
満
た
す
方
を

介
護
し
て
い
る
方
で
申
請
し

て
い
な
い
方
は
、
２
月
12
日

（
金
）
ま
で
に
役
場
健
康
課

福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
す
で
に
受
給
さ
れ
て
い
る

方
に
は
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
障
害
者
の
範
囲
　

・
両
上
肢
、
両
下
肢
、
体
幹

機
能
に
重
度
の
障
害
を
有
す

る
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
所
持
者
（
片
上
下

肢
の
障
害
、
両
上
下
肢
で
も

比
較
的
程
度
の
軽
い
障
害
は

該
当
に
な
り
ま
せ
ん
）

・
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者

▽
支
給
要
件

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、

３
ヶ
月
以
上
居
住
す
る
方

・
群
馬
県
在
宅
重
度
障
害
者

介
護
手
当
、
下
仁
田
町
介
護

慰
労
金
を
受
給
し
て
い
な
い

方・
下
仁
田
町
福
祉
作
業
所
に

通
所
し
て
い
な
い
方

・
入
所
、
短
期
入
所
、
入
院

等
に
よ
り
家
庭
を
離
れ
た
期

間
が
１
０
０
日
以
内
で
あ
る

方▽
手
当
額
　
年
額
２
万
円

▽
問
合
せ
先
　
健
康
課
福
祉

係☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

　
町
及
び
教
育
委
員
会
で

は
、
人
権
啓
発
の
一
環
と
し

て
次
の
講
演
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
多
数
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
26
日
（
金
）

午
後
２
時

▽
会
場
　
下
仁
田
町
役
場 

２

階 

大
会
議
室

▽
演
題
「
日
常
業
務
と
人
権
」

▽
講
師
　
群
馬
県
生
活
文
化

ス
ポ
ー
ツ
部
　
人
権
男
女
・

多
文
化
共
生
課 

人
権
同
和
係

松
村
　
豊
　
人
権
啓
発
専
門

員▽
参
加
費
　
無
料

▽
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係
☎
82―

２
１
１

５　
年
齢
を
重
ね
る
と
と
も
に

悩
ま
さ
れ
る
腰
や
膝
の
痛

み
。

　
今
回
は
「
腰
痛
・
膝
痛
の

予
防
と
改
善
策
」
に
つ
い

て
、
一
般
の
方
に
も
わ
か
り

や
す
く
講
演
し
ま
す
。

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
２
月
21
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜

▽
場
所
　
下
仁
田
町
文
化

ホ
ー
ル

▽
演
題
　
「
腰
痛
・
膝
痛
の

予
防
と
改
善
策
な
ど
」

▽
講
師
　
善
衆
会
病
院

木
村
　
雅
史
　
先
生

▽
参
加
費
　
無
料

▽
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会

☎
82―

２
１
１
５

　
甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設

組
合
で
は
、
臨
時
職
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
１
名
（
応
募
者

多
数
の
時
は
、
選
考
と
な
り

ま
す
。
）

▽
業
務
内
容
　
清
掃
セ
ン

タ
ー
で
の
ご
み
搬
入
受
付
業

務
等
（
勤
務
時
間
　
８
時
30

分
〜
17
時
15
分
）

▽
採
用
期
日
　
平
成
28
年
４

月
１
日

▽
受
験
資
格
　
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
有
す
る
こ
と
。 

パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー

ド
）
の
使
用
で
き
る
方
。 

▽
試
験
方
法
　
書
類
審
査
及

び
面
接
に
よ
る
試
験

▽
試
験
日
時
　
２
月
23
日

（
火
）
午
前
10
時
〜

下
仁
田
町
役
場

▽
給
与
　
日
額 

６
、
２
０
０
円

▽
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴

書
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

（
写
真
を
貼
付
）
の
上
、
組
合

事
務
局
提
出
。
（
郵
送
不
可
）

▽
申
込
期
間
　
２
月
１
日

（
月
）
か
ら
２
月
18
日
（
木
）

ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
祭
日
を

除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で

※
 

書
類
審
査
を
行
い
、
面
接

試
験
受
験
者
に
は
、
試
験
日
の

３
日
前
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
　
甘
楽
西
部
環

境
衛
生
施
設
組
合
事
務
局
　

☎
64―

８
８
１
１

　
２
月
〜
３
月
に
か
け
て
空

調
設
備
及
び
キ
ッ
チ
ン
改
修

工
事
に
伴
い
、
工
事
期
間

中
、
大
広
間
の
利
用
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
代
替
措
置

と
し
て
、
お
食
事
・
休
憩
用

に
個
室
を
無
料
開
放
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
　
（
一
社
）
下

仁
田
町
観
光
協
会
　
☎
67―

７
５
０
０

 

●飼い主としての心がけ！
　・周りに迷惑や危害を及ぼさない気配りとしつけが必要です。
　・ご近所の人がすべて犬・猫が好きとは限りません。そんな方々からも理解されるよう、
　　責任を持って飼いましょう。 
　・家族の一員として、終生飼いましょう。
●犬はつないで飼いましょう！ 
　・犬の放し飼いは、法律で禁止されています。 
　・散歩させるときも、引き綱などでつなぎましょう。
●犬の登録と狂犬病予防注射を必ず行いましょう！】
　・鑑札や注射済票は、迷子になったときに役に立ちます。きちんと登録し、その年の注射済票を必ず首輪につけましょう。 
●排泄をしつけましょう！
　・うんち・おしっこは専用トイレ等、決まった場所でさせましょう。 
　・散歩中にうんちをしたときは、必ずきちんと片づけ、持ち帰りましょう。 
●犬・猫を捨てないで！ 
　・どうしても飼えなくなったときは、新しい飼い主を捜してください。 
　・捨てられた犬・猫は野良犬・野良猫になって、周りに迷惑をかけてしまいます。 
●犬・猫にも家族計画を！ 
　・子犬・子猫が生まれても、飼い主が見つかりにくくなっています。 
　・メスだけでなくオスの飼い主にも責任があります。適正に、避妊・去勢手術を受けさせましょう。（動物病院にご相談ください。） 
●鳴き声・悪臭に注意！
　・犬の鳴き声は、自宅より隣家へ響くことがあります。 
　・犬をつなぐ場所に注意し、無駄ぼえをしないよう、しつけましょう。 
　・飼っている場所を清潔にし、周りに迷惑をかけないよう飼いましょう。 
●犬・猫にエサだけあげている人へ！
　・野良犬・猫等決まった飼い主がいない犬・猫は、畑を荒らしたり、ごみをあさったり、糞尿が放置されたりして周りに迷惑をかけます。
　・かわいそうだからと餌だけあげないで、飼い主として自覚し正しく飼いましょう。  
※犬の糞の啓発用カンバンは、保健センターに用意してあります。必要な方は、ご連絡下さい。

動物は愛情と責任をもって適正に飼いましょう動物は愛情と責任をもって適正に飼いましょう

問合せ先　保健環境課 環境係（保健センター）　☎８２－５４９０

21 20下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

第
33
回
か
ら
っ
風
駅
伝

大
会
予
備
日
変
更
の

お
知
ら
せ

放
送
大
学
か
ら

保
育
士
さ
ん
へ
の
お
知
ら
せ

臨
時
職
員
募
集

「
荒
船
の
湯
」の一
部

改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

在
宅
重
度
障
害
者

介
護
手
当

人
権
講
演
会

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学

講
演
会
の
ご
案
内

■下仁田町役場
■保健センター
■下仁田町公民館
■下仁田厚生病院
■荒船の湯
■歴史館
■下仁田町自然史館
■防災無線電話応答サービス

82-2111
82-5490
82-3535
82-3555
60-6004
82-5345
70-3070
82-4433

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎



小
児
科

　
２
月
は
、
幼
児
健
診
の
た

め
26
日
（
金
）
の
午
後
、
医

師
が
不
在
に
な
る
時
間
が
あ

り
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
　
下
仁
田
厚
生

病
院
　
☎
82―

３
５
５
５

　
２
月
７
日
（
日
）
開
催
の

か
ら
っ
風
駅
伝
大
会
予
備
日

は
、
20
日
（
土
）
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
。

▽
問
合
せ
先
　
教
育
課 

生
涯

学
習
係
　
☎
82―

２
１
１
５

　
特
例
制
度
を
利
用
し
て
、

放
送
大
学
で
幼
稚
園
教
諭
免

許
状
の
取
得
を
目
指
し
ま
せ

ん
か
？

　
放
送
大
学
の
通
信
学
習
な

ら
働
き
な
が
ら
勉
強
で
き
ま

す
。

　
５
科
目
（
８
単
位
）
習
得

す
る
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
！
特
例
制

度
は
５
年
間
だ
け
！
（
平
成

32
年
３
月
ま
で
の
予
定
）

今
だ
け
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
入
学
は
春
と
秋
の
年
２
回

あ
り
ま
す
。
現
在
、
平
成
28

年
度
第
１
学
期
（
４
月
入

学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
出
願
期
間
は
３
月
20

日
ま
で
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送

大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
７―

２
３
０―

１

０
８
５
）
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
付
け
て
お
り

ま
す
。

　
町
で
は
、
在
宅
の
重
度
障

害
者
を
介
護
し
て
い
る
方

に
、
介
護
手
当
を
支
給
し
ま

す
。
年
齢
３
歳
以
上
で
﹇
障

害
者
の
範
囲
﹈
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
か
つ
﹇
支
給
要

件
﹈
の
全
て
を
満
た
す
方
を

介
護
し
て
い
る
方
で
申
請
し

て
い
な
い
方
は
、
２
月
12
日

（
金
）
ま
で
に
役
場
健
康
課

福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
す
で
に
受
給
さ
れ
て
い
る

方
に
は
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
障
害
者
の
範
囲
　

・
両
上
肢
、
両
下
肢
、
体
幹

機
能
に
重
度
の
障
害
を
有
す

る
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
所
持
者
（
片
上
下

肢
の
障
害
、
両
上
下
肢
で
も

比
較
的
程
度
の
軽
い
障
害
は

該
当
に
な
り
ま
せ
ん
）

・
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者

▽
支
給
要
件

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、

３
ヶ
月
以
上
居
住
す
る
方

・
群
馬
県
在
宅
重
度
障
害
者

介
護
手
当
、
下
仁
田
町
介
護

慰
労
金
を
受
給
し
て
い
な
い

方・
下
仁
田
町
福
祉
作
業
所
に

通
所
し
て
い
な
い
方

・
入
所
、
短
期
入
所
、
入
院

等
に
よ
り
家
庭
を
離
れ
た
期

間
が
１
０
０
日
以
内
で
あ
る

方▽
手
当
額
　
年
額
２
万
円

▽
問
合
せ
先
　
健
康
課
福
祉

係☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

　
町
及
び
教
育
委
員
会
で

は
、
人
権
啓
発
の
一
環
と
し

て
次
の
講
演
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
多
数
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
26
日
（
金
）

午
後
２
時

▽
会
場
　
下
仁
田
町
役
場 

２

階 

大
会
議
室

▽
演
題
「
日
常
業
務
と
人
権
」

▽
講
師
　
群
馬
県
生
活
文
化

ス
ポ
ー
ツ
部
　
人
権
男
女
・

多
文
化
共
生
課 

人
権
同
和
係

松
村
　
豊
　
人
権
啓
発
専
門

員▽
参
加
費
　
無
料

▽
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係
☎
82―

２
１
１

５　
年
齢
を
重
ね
る
と
と
も
に

悩
ま
さ
れ
る
腰
や
膝
の
痛

み
。

　
今
回
は
「
腰
痛
・
膝
痛
の

予
防
と
改
善
策
」
に
つ
い

て
、
一
般
の
方
に
も
わ
か
り

や
す
く
講
演
し
ま
す
。

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
２
月
21
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜

▽
場
所
　
下
仁
田
町
文
化

ホ
ー
ル

▽
演
題
　
「
腰
痛
・
膝
痛
の

予
防
と
改
善
策
な
ど
」

▽
講
師
　
善
衆
会
病
院

木
村
　
雅
史
　
先
生

▽
参
加
費
　
無
料

▽
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会

☎
82―

２
１
１
５

　
甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設

組
合
で
は
、
臨
時
職
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
１
名
（
応
募
者

多
数
の
時
は
、
選
考
と
な
り

ま
す
。
）

▽
業
務
内
容
　
清
掃
セ
ン

タ
ー
で
の
ご
み
搬
入
受
付
業

務
等
（
勤
務
時
間
　
８
時
30

分
〜
17
時
15
分
）

▽
採
用
期
日
　
平
成
28
年
４

月
１
日

▽
受
験
資
格
　
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
有
す
る
こ
と
。 

パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー

ド
）
の
使
用
で
き
る
方
。 

▽
試
験
方
法
　
書
類
審
査
及

び
面
接
に
よ
る
試
験

▽
試
験
日
時
　
２
月
23
日

（
火
）
午
前
10
時
〜

下
仁
田
町
役
場

▽
給
与
　
日
額 

６
、
２
０
０
円

▽
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴

書
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

（
写
真
を
貼
付
）
の
上
、
組
合

事
務
局
提
出
。
（
郵
送
不
可
）

▽
申
込
期
間
　
２
月
１
日

（
月
）
か
ら
２
月
18
日
（
木
）

ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
祭
日
を

除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で

※
 

書
類
審
査
を
行
い
、
面
接

試
験
受
験
者
に
は
、
試
験
日
の

３
日
前
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
　
甘
楽
西
部
環

境
衛
生
施
設
組
合
事
務
局
　

☎
64―

８
８
１
１

　
２
月
〜
３
月
に
か
け
て
空

調
設
備
及
び
キ
ッ
チ
ン
改
修

工
事
に
伴
い
、
工
事
期
間

中
、
大
広
間
の
利
用
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
代
替
措
置

と
し
て
、
お
食
事
・
休
憩
用

に
個
室
を
無
料
開
放
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
　
（
一
社
）
下

仁
田
町
観
光
協
会
　
☎
67―

７
５
０
０

 

●飼い主としての心がけ！
　・周りに迷惑や危害を及ぼさない気配りとしつけが必要です。
　・ご近所の人がすべて犬・猫が好きとは限りません。そんな方々からも理解されるよう、
　　責任を持って飼いましょう。 
　・家族の一員として、終生飼いましょう。
●犬はつないで飼いましょう！ 
　・犬の放し飼いは、法律で禁止されています。 
　・散歩させるときも、引き綱などでつなぎましょう。
●犬の登録と狂犬病予防注射を必ず行いましょう！】
　・鑑札や注射済票は、迷子になったときに役に立ちます。きちんと登録し、その年の注射済票を必ず首輪につけましょう。 
●排泄をしつけましょう！
　・うんち・おしっこは専用トイレ等、決まった場所でさせましょう。 
　・散歩中にうんちをしたときは、必ずきちんと片づけ、持ち帰りましょう。 
●犬・猫を捨てないで！ 
　・どうしても飼えなくなったときは、新しい飼い主を捜してください。 
　・捨てられた犬・猫は野良犬・野良猫になって、周りに迷惑をかけてしまいます。 
●犬・猫にも家族計画を！ 
　・子犬・子猫が生まれても、飼い主が見つかりにくくなっています。 
　・メスだけでなくオスの飼い主にも責任があります。適正に、避妊・去勢手術を受けさせましょう。（動物病院にご相談ください。） 
●鳴き声・悪臭に注意！
　・犬の鳴き声は、自宅より隣家へ響くことがあります。 
　・犬をつなぐ場所に注意し、無駄ぼえをしないよう、しつけましょう。 
　・飼っている場所を清潔にし、周りに迷惑をかけないよう飼いましょう。 
●犬・猫にエサだけあげている人へ！
　・野良犬・猫等決まった飼い主がいない犬・猫は、畑を荒らしたり、ごみをあさったり、糞尿が放置されたりして周りに迷惑をかけます。
　・かわいそうだからと餌だけあげないで、飼い主として自覚し正しく飼いましょう。  
※犬の糞の啓発用カンバンは、保健センターに用意してあります。必要な方は、ご連絡下さい。

動物は愛情と責任をもって適正に飼いましょう動物は愛情と責任をもって適正に飼いましょう

問合せ先　保健環境課 環境係（保健センター）　☎８２－５４９０
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ご
案
内

■下仁田町役場
■保健センター
■下仁田町公民館
■下仁田厚生病院
■荒船の湯
■歴史館
■下仁田町自然史館
■防災無線電話応答サービス

82-2111
82-5490
82-3535
82-3555
60-6004
82-5345
70-3070
82-4433

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
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　「
積
極
的
に
行
動
し
よ
う
」と
口
で
は
言
って
も
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。そ
れ
は
、自
分
か
ら
行
動
し
よ

う
と
い
う
意
志
が
弱
い
こ
と
と
、勇
気
が
足
ら
な
い
か
ら
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。み
ん
な
が
や
って
る
な
ら
で
は

な
く
て
、自
分
か
ら
や
ろ
う
と
思
って
行
動
す
れ
ば
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、向
上
も
し
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
み
ん
な
で
歌
を
歌
う
と
き
大
き
な
声
で
歌
え
ば
気
持
ち
い
い
し
歌
い
終
わ
っ
た
後
スッ
キ
リ
し
ま

す
。で
も
声
を
出
さ
な
か
っ
た
り
歌
って
い
な
い
人
が
い
た
り
す
る
と
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
は
朝
の
会
で
歌
を
歌
って
い
ま
す
が
、な
か
な
か
み
ん
な
の
声
が
大
き
く
な
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
大
き
な
声
を
出
し
て
歌
わ
な
い
の
か
と
い
う
と「
ま
わ
り
が
歌
わ
な
い
」か
ら
で
す
。「
ま
わ
り
が
歌
え

ば
歌
う
ん
だ
け
ど
」と
誰
も
が
思
って
い
る
の
で
す
。自
分
か
ら
歌
お
う
と
い
う
気
持
ち
が
な
い
の
で
す
。そ

れ
を
持
て
れ
ば
気
持
ち
も
い
い
し
向
上
し
て
い
け
る
の
で
す
。み
ん
な
わ
か
って
い
る
の
に
な
ぜ
出
来
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、誰
か
が
か
げ
で
何
か
言
う
か
ら
で
す
。で
も
本
当
に
誰
か
が
か
げ
で
何
か
を
言
って
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。言
って
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。勇
気
を
出
さ
な
い
言
い
訳
に

「
だ
れ
か
が
か
げ
で
い
う
か
ら
」は
便
利
な
言
葉
で
す
。誰
か
が
や
れ
ば
や
る
け
ど
、自
分
か
ら
は
ち
ょっ
と…

そ
う
思
って
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
わ
け
で
す
。

　
で
は
、か
げ
で
何
か
を
言
う
誰
か
を
変
え
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。私
は
ま
ず
自
分

か
ら
変
わ
って
積
極
的
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
れ
ば
よ
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。そ
う
す
れ
ば
そ

の
人
も
変
わ
る
し
周
り
の
み
ん
な
も
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。ま
ず
、自
分
か
ら
と
い
う
気
持
ち
を
持
って
行

動
す
れ
ば
いい
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、いつ
も
な
か
な
か
自
分
か
ら
声
を
出
せ
な
く
て
悩
ん
で
い
ま
し
た
。で
も
学
級
代
表
に
な
って
、み
ん

な
を
引
っ
張
って
い
く
立
場
に
な
り
、じ
ぶ
ん
を
変
え
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て「
積
極
的
に

な
る
」と
心
に
決
め
ま
し
た
。私
は
み
ん
な
を
変
え
る
た
め
に
、積
極
的
に
行
動
す
る
と
楽
し
い
と
い
う
こ
と

を
知
って
も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で
す
。な
ぜ
か
と
い
う
と
私
は
自
分
か
ら
手
を
挙
げ
て
発
言
す
る
よ
う
に

な
って
楽
し
さ
や
う
れ
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。私
が
感
じ
た
気
持
ち
を
他
の
人
に
も
知
って

も
ら
い
た
い
の
で
す
。も
し
、そ
の
事
に
対
し
て
何
か
を
言
わ
れ
た
と
し
て
も
気
に
し
な
く
て
い
い
と
思
い
ま

す
。そ
う
い
う
人
を
気
に
せ
ず
自
分
か
ら
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
け
ば
、少
し
ず
つ
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
も
変

わ
って
い
く
で
し
ょ
う
。私
は
積
極
的
に
発
言
し
て
悪
い
結
果
に
な
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
逆
に
物

事
が
進
ん
で
いっ
た
事
が
あ
る
く
ら
い
で
す
。一番
楽
し
か
っ
た
の
は
、自
分
が
発
言
し
た
ら
、そ
の
調
子
で
み
ん

な
が
ど
ん
ど
ん
発
言
し
て
いっ
た
時
で
す
。そ
の
と
き
す
ご
く
スッ
キ
リ
し
た
気
持
ち
と
達
成
感
が
あ
り
ま
し

た
。だ
か
ら
、み
ん
な
に
は
発
言
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
ほ
し
く
な
い
で
す
。周
り
を
気
に
す
る
の
で
は
な
く

自
分
か
ら
発
言
す
る
こ
と
に
よ
って
楽
し
い
こ
と
も
増
え
ま
す
。

　
も
し一人
で
は
出
来
な
い
と
思
って
い
る
人
は
、み
ん
な
で
や
れ
ば
いい
の
で
す
。み
ん
な
で
や
れ
ば
助
け
合
え

る
し
絆
も
深
ま
って
い
く
と
思
い
ま
す
。何
事
も
み
ん
な
で
協
力
し
挑
戦
し
て
い
け
ば
、み
ん
な
と
い
い一歩
が

踏
み
出
せ
ま
す
。そ
う
す
れ
ば
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
可
能
に
な
って
向
上
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、ま
ず
自
分
か
ら
積
極
的
に
行
動
し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、み
ん
な
と一緒
に
協
力
し
あ
い
楽
し
く

進
ん
で
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　補聴器と聞くと、「補聴器は高い」「つけると音が響いてうるさいし疲れる」「ことばが昔みたいに聞き取れるようには
ならない」といった印象をお持ちではないでしょうか。
　これらは、きちんと補聴器を適応・調整・装用していないために生じている問題です。補聴器は難聴という「病気」に対
して使用する医療機器です。しかし、「専門的でないお店で、十分な説明や検査・評価がなく、高価なものを買って、十分
なアフターケアもなく終了」となっていることが多い現状が、上記の印象を生じています。
　補聴器が生活上本当に必要な状態か評価し、適切な種類の機器を適切な価格で（公的補助も検討しながら）入手
し、その人の耳にあった調整を行い、ただ補聴器をつけるだけでなく補聴器で聴き取れるようにするトレーニングを
行っていくことが重要です。

補聴器とは
　補聴器は「多彩な調整ができる小型の音の増幅器」です。
　マイクから入った音が増幅部で調整通りに増幅されて出力
部から鼓膜へ音を発します。
　種類としては、耳掛け型（右図）・耳穴型（耳に本体ごと入れ
る小さいもの）・ポケット型（箱型）の3種類が基本です。聴力や
使用方法など総合的に判断して選択します。耳穴型は目立ち
にくいですが、出力が弱くこもり感が強い欠点があります。

補聴器の適応
　補聴器は、補聴器以外の治療で改善困難な難聴に対して使用されることが多いです。逆に治療可能な難聴を耳鼻
咽喉科で診断・治療せず、補聴器を使用することは非常に問題です。難聴には様々な程度があり、高い音が特にわかり
にくい場合や、逆に話し声の高さだけ聴こえにくい場合もあります。そのため、個々の聴力を正確に評価し、それに合
わせて調整を行う必要があります。日常生活場面で不自由を感じ、それを改善させたい希望があれば、聴力の程度に
よらず補聴器の適応を考えます。

補聴器の購入
　補聴器は、種類によって1台数万円～30万円と大きく幅があります。新聞広告に掲載されている数千円のものは

「集音器」という器械になり、多彩な調節ができないため効果は不十分なことが多いです。高価なほど様々な「オプショ
ン」がついていますが、高価だから必ず良く聴こえるわけではありません。耳穴式は総じて高くなりますが、出力の限
界があります。よって、個々の聴力や聴こえの特徴によって選択することが望ましいです。難聴の程度が重い場合は、
聴覚障がいの身体障害者手帳を利用して、補装具として公的補助を受けることができます。所得によって異なります
が、価格の１割負担のみで基準範囲の補聴器を購入することが可能です。

補聴器の調整
　メガネと違い、補聴器はつけてすぐ聴こえるようになるわけではありません。
　難聴の方の多くは、音を感じ取る内耳自体がいたんでいます。そのため少し大きめの音が入ると、「いたんだ内耳の
傷に音がしみる」ような現象がおこり、うるさく響いて不快に感じやすくなっています。このため、最初は大きな音を入
れず、小さい音から徐々に大きく調整しながら耳と脳に慣れさせていく必要があります。この手順を抜かしてしまうた
め「うるさくて使えない・疲れる」となります。購入後も繰り返し補聴器の調整を行い、耳に慣れさせるトレーニングを続
けることが非常に重要です。また長時間使用することで、メガネも補聴器も慣れやすくなります。いたんだ耳で音を綺
麗に聞き取ることには、確かにある程度の限界があります。ですがその限界も理解した上で、「今より聴こえが良くなる」
目標に向かって、適切な手順であきらめずに装用・調整を行うことが、補聴器の効果を得るために非常に大切です。

　補聴器と聞くと、「補聴器は高い」「つけると音が響いてうるさいし疲れる」「ことばが昔みたいに聞き取れるようには
ならない」といった印象をお持ちではないでしょうか。
　これらは、きちんと補聴器を適応・調整・装用していないために生じている問題です。補聴器は難聴という「病気」に対
して使用する医療機器です。しかし、「専門的でないお店で、十分な説明や検査・評価がなく、高価なものを買って、十分
なアフターケアもなく終了」となっていることが多い現状が、上記の印象を生じています。
　補聴器が生活上本当に必要な状態か評価し、適切な種類の機器を適切な価格で（公的補助も検討しながら）入手
し、その人の耳にあった調整を行い、ただ補聴器をつけるだけでなく補聴器で聴き取れるようにするトレーニングを
行っていくことが重要です。

補聴器とは
　補聴器は「多彩な調整ができる小型の音の増幅器」です。
　マイクから入った音が増幅部で調整通りに増幅されて出力
部から鼓膜へ音を発します。
　種類としては、耳掛け型（右図）・耳穴型（耳に本体ごと入れ
る小さいもの）・ポケット型（箱型）の3種類が基本です。聴力や
使用方法など総合的に判断して選択します。耳穴型は目立ち
にくいですが、出力が弱くこもり感が強い欠点があります。

補聴器の適応
　補聴器は、補聴器以外の治療で改善困難な難聴に対して使用されることが多いです。逆に治療可能な難聴を耳鼻
咽喉科で診断・治療せず、補聴器を使用することは非常に問題です。難聴には様々な程度があり、高い音が特にわかり
にくい場合や、逆に話し声の高さだけ聴こえにくい場合もあります。そのため、個々の聴力を正確に評価し、それに合
わせて調整を行う必要があります。日常生活場面で不自由を感じ、それを改善させたい希望があれば、聴力の程度に
よらず補聴器の適応を考えます。

補聴器の購入
　補聴器は、種類によって1台数万円～30万円と大きく幅があります。新聞広告に掲載されている数千円のものは

「集音器」という器械になり、多彩な調節ができないため効果は不十分なことが多いです。高価なほど様々な「オプショ
ン」がついていますが、高価だから必ず良く聴こえるわけではありません。耳穴式は総じて高くなりますが、出力の限
界があります。よって、個々の聴力や聴こえの特徴によって選択することが望ましいです。難聴の程度が重い場合は、
聴覚障がいの身体障害者手帳を利用して、補装具として公的補助を受けることができます。所得によって異なります
が、価格の１割負担のみで基準範囲の補聴器を購入することが可能です。

補聴器の調整
　メガネと違い、補聴器はつけてすぐ聴こえるようになるわけではありません。
　難聴の方の多くは、音を感じ取る内耳自体がいたんでいます。そのため少し大きめの音が入ると、「いたんだ内耳の
傷に音がしみる」ような現象がおこり、うるさく響いて不快に感じやすくなっています。このため、最初は大きな音を入
れず、小さい音から徐々に大きく調整しながら耳と脳に慣れさせていく必要があります。この手順を抜かしてしまうた
め「うるさくて使えない・疲れる」となります。購入後も繰り返し補聴器の調整を行い、耳に慣れさせるトレーニングを続
けることが非常に重要です。また長時間使用することで、メガネも補聴器も慣れやすくなります。いたんだ耳で音を綺
麗に聞き取ることには、確かにある程度の限界があります。ですがその限界も理解した上で、「今より聴こえが良くなる」
目標に向かって、適切な手順であきらめずに装用・調整を行うことが、補聴器の効果を得るために非常に大切です。

補聴器について補聴器について補聴器について補聴器について
下仁田厚生病院　耳鼻咽喉科　村田　考啓

病気と健康シリーズ　

　町では平成27年4月から「ふるさと下仁田応援寄付金制度」を拡充し、寄付者に対しお礼の品として町の
特産品などを贈呈しており、12月末までに全国から4千人を超える方から約7,200万円の寄附をいただいて
おります。平成28年4月以降に新たにお礼の品をご提供いただく事業者を募集いたします。

内　　　容　下仁田町内で栽培、製造、加工、販売、またはサービス等がなされており、かつ、下記のいず
　　　　　　れかの要件に該当するもの
　　　　　　・下仁田町の特産品として広く認められているもの
　　　　　　・下仁田町の魅力を発信できるもの
　　　　　　・上記以外で、下仁田町のPRにつながる商品やサービス
価　　　格　・1件 4,000円程度の商品、サービス（消費税、送料込）
　　　　　　・1件 8,000円程度の商品、サービス（消費税、送料込）
　　　　　　・1件20,000円程度の商品、サービス（消費税、送料込）
　　　　　　・1件40,000円程度の商品、サービス（消費税、送料込）
　　　　　　※お礼の品の代金は、実績に応じて支払います。
対　　　象　・本社、支社、営業所のいずれかを下仁田町内に有する事業者
　　　　　　・町税などの滞納がない事業者
　　　　　　※上記に適合していても、町が事業者として適当でないと認めた場合は、参加できない場合が
　　　　　　あります。
応募方法等　町ホームページに掲載　http://www.town.shimonita.lg.jp/
問合せ先　　地域創生課 企画政策係　☎64－8809

　野外での廃棄物の焼却行為は、付近の住民の方に迷惑をかけ、山林火災
等環境に負担を与えることになりますので絶対やめましょう。
　ドラム缶やブロック積みによる焼却もいけません、焼却炉を使う場合で
も構造基準を満たしたもの以外は認められていません。
　決められたルールにより収集日に排出しましょう。
問合せ先　保健環境課　環境係　☎82－5490

平成28年度
お礼の品を提供いただく
新規事業者を募集します

平成28年度
お礼の品を提供いただく
新規事業者を募集します

野焼きはやめましょう野焼きはやめましょう

ふるさと
下仁田
応援寄附者

行政相談
日　　　時　2月3日(水)
　　　　　　午前９時～午後１時
場　　　所　下仁田町役場
問合せ先　総務課　行政係
　　　　　　（内線３０２）　　　　　　

火の用心
空気が乾燥し、火災の発生し
やすい季節です。
火の取扱いには、十分注意し
てください。


